
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     杉並三田会 読書会五月例会 

   2017年 5月 26日（金）午後６時 30分～（石橋亭/四面道） 

課題図書：中村紘子「ピアニストという蛮族がいる」（中公文庫） 

参考図書： 同 「チャイコフスキー・コンクール」（同） 

更に参考：恩田陸「蜜蜂と遠雷」（幻冬舎）  

              担当：豊田秀一（Ｓ４９工、Ｓ５１修） 

       著者紹介（中村紘子） 
                       

 

 

1944年 7月 25日疎開先の山梨県で出生、父親は陸軍少佐野村典夫。

両親の離婚により幼少より母親に育てられる。 

三歳でピアノを始め「子供のための音楽教室」第一回生として井口

愛子氏に師事。同期には、小澤征爾、堤剛、江戸京子らがいる。慶

應義塾幼稚舎から慶應義塾中等部に進み三年在学中、日本音楽コン

クールにおいて史上最年少で第一位受賞を獲得。翌年ＮＨＫ交響楽

団初の世界一周公演にソリストとして抜擢され、天才少女としてデ

ビュー。桐朋女子高等学校音楽科を中退し渡米、ジュリアード音楽

院に進みロジーナ・レヴィーンに師事。1965年第 7回ショパン国際

ピアノコンクールで日本人として 2人目、4位入賞を果たす（この

時の第 1位はマルタ・アルゲリッチ）。20世紀最高の音楽評論家の

一人とされるニューヨーク・タイムズのハロルド・ショーンバーグ

の著書「ピアノ音楽の巨匠たち」（1987年）のなかで東洋人ピアニ

ストとして唯一評される。 

世界各地で公演をしながらチャイコフスキー国際コンクールやショパ

ン国際ピアノコンクールなど数々の権威あるコンクールの審査員も務

めた。 

日本では第 3回浜松国際ピアノコンクールから審査委員長を務め（第 1

回は小林仁、第 2回は安川加寿子）、創立１０年たらずで国際ピアノ

コンクール連盟に加入するなど一級レベルに押し上げた。 

私生活では、1974年に芥川賞作家である庄司薫氏と結婚。同氏は受賞

作「赤頭巾ちゃん気を付けて」（1969年）の中で、高校三年生の主人

公に“中村紘子さんみたいな若くて素敵な女の先生について（中略）優

雅にショパンなどを弾きながら暮らそうかなんて思ったりもするわけ

だ”と語らせている。 

チャイコフスキー国際コンクールの舞台裏を描いた「チャイコフスキ

ー・コンクール」で 1989年に大宅壮一ノンフィクション賞を、文藝春

秋（1990年 1月号～約１年半）連載の「ピアニストという蛮族がいる」

で同誌読者賞を受賞。その他多数の魅力的な文章を残す。 

2014年に大腸がんが見つかり、休養と復帰を繰り返すが、72歳の誕生

日の翌日である、2016年 7月 26日に死去。生前 3,800回を超える国

内外での演奏会を通じて聴衆を魅了した。 

 

2008年紫綬褒章、2009年日本芸術院恩賜賞 

2016年旭日中綬章追贈  

                  

                     （出典:各種公表資料） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年、７２歳のお誕生日を迎えた翌日 7月 26日に、惜しくも大腸がんでお亡くなりになりました中村紘子さ

んを偲んで、多くの著作の中から、「ピアニストという蛮族がいる」及び「チャイコフスキー・コンクール」をと

りあげて、読書会の皆様と読み・語る機会を頂きました。 

 華麗なピアノ演奏だけではなく、文筆にも多才を発揮された中村紘子さんの作品だけに、皆様から幅広い、か

つ内容の深い感想やご意見を沢山頂き、大変有意義なひと時を持つことが出来ました。 

私が最も興味を持った話題は、日本の西洋音楽の黎明期における先駆者の方々の苦労や悲劇のストーリー 

でした。特に、海外遠征中にウィーンで投身自殺された久野久さんの物語は、当時の教育環境を鑑みると 

とても悲しいお話です。また、コンクールについては、長期間にわたる予選を通り抜けて最後にトップを勝ち取

るまでの、スリリングな経過が臨場感を持って紹介されています。「実力」「運」「曲とのマッチング」「審査員」

等々、多次元の要素が絡んでいく様子が大変興味深かったです。 

 “著者は「蛮族がいる」と表現されていますが、伝えたかった事は全てのピアニストに向けた温かい応援メッ

セージではないか・・・”という久津大先輩のご洞察に、大賛成でした。 

                                         豊田秀一 

 

                     

                                           

感 想 



参考：「ピアニストという蛮族がいる」要旨 

 

 


